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発行に寄せて

古河電工時報142号では，古河電工グループ 中期経営計画2022 ～ 2025（25中計）の達成を支える技術を中心にご紹介しま
す。安全・安心・快適な生活を実現するため，情報/エネルギー/モビリティ/新領域のそれぞれ主製品・サービスに対して，強
みを徹底的に磨き事業の収益最大化，そして新事業創出の基盤を整備するという強い思いで研究開発に日々取り組んでいます。
古河電工グループの技術・製品・サービスが，社会課題の解決に貢献することを願って止みません。

（古河電工時報編集長　 シニア・フェロー  知的財産部長　 大久保典雄）

特許/非特許情報分析により各論文に付されるSDGsロゴの妥当性を検証しております
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